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1. 施策の狙い 2. アプローチ手法 3. イノベーティブなポイント

世界有数の残業大国、日本。家族と共に過ごす
時間も少なく、心や体の健康を損なうことも･･･。
多くの企業が「ノー残業デー」を設け社内放送
で定時退社を広く周知させているが･･･その音声
は無機質なもので、仕事中の従業員には放送の
内容が耳に届かず定時退社する従業員はごくわ
ずか･･･。そこでパナソニックが立ち上がった！

パナソニックの音響機器で
日本人の残業習慣に変革をもたらせ！

音響にまつわる様々な製品や技術を追求する
パナソニックが着目したのは、社内放送と、
家族の声。残業問題が課題となっている企業
で働く従業員の家族（子ども・両親・妻・夫
など）と協力。当人には知らせずに定時退社
を促す世界でひとつのアナウンスを制作。
ノー残業デーにオフィス全体に放送した。 ●施策に必要なコストはなんとゼロ！なため、

どの企業も今すぐ取り組める推進力。

社内放送×家族の声が生み出す！
新アクティベーションプラン！

●残業習慣は会社が促しても、テクノロジーを
駆使してもなかなか変えられない。そこで、
帰宅を待つ「家族の声」を社内放送にした視点。

●会社全体を刺激し、従業員の約９割以上が定時
退社への意向や取り組みの継続を望む結果に。

約９割が定時退社への意向を示した！
社会を変えるコストゼロ！のアイディア




